














年ハ一八六六）フランス人技師ウェル一一ーを首長とする横須賀製鉄所を設立した。この製鉄所は維新に際して新政府に接収され、のち横須賀造船所、同海平‘上廠等と名称を変えながら官営軍事工業の中心として、ま 金属、機械工業の基軸として大きな存在であった。従って問造船所は明治以降の軍事史、経済史の分野で多くの先学によって採り上げられ、様々の角度から考察され 来た。私もま 一つは明治初年の技術発達史 視点から、第二は熟練労働者 創出という面から考察してみたいと考え取組んでみたのであるが、大きなテ
l
マの設定であり勿論まだ何の結論も見出








































































































































































































































































解、略図の調製、簡単な計算等をも要求される。即ち担当する技術についての体系的な知識を兼ね備え いなくてはならない。また実際の工事は技術者の手を離れ、 手によって進捗するのであるから他の職工を指導監督する職長としての人徳をも要求される。このような熟練職工の養成は技術者の養成にもまし 必かつ急務を要することであったといわねばならない
熟練職工の養成は同所設立当初より目論まれまた実施されて来
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明治15 年職工生徒職場配分表（定員38 人について〉
築造3 人船台
2 人鎮隙3 船渠
3 
2 
3 
製図
模型
組立
2 
2 
2 
建築
製帆
船具
2 
2 
製鋼
端船
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